
金融機関のITスペシャリストカンパニー ちば興銀コンピュータソフト株式会社（CKCS）様に、グループの
システム主幹企業として、また代理店として勤怠管理システムRocoTimeを取り扱うポイントを
伺いました。

勤怠管理システムRocoTimeで、社員の為の食事手当制度などの
各種制度をカスタマイズなしで対応！

社名：
ちば興銀コンピュータソフト株式会社
URL：
https://chibakogin-cs.co.jp/

事業内容：
千葉興業銀行グループのITシステムの開発・保守・運営
を中心に、地域産業の発展を目指して1991年に設立
されました。今日では、日本各地の金融機関のシステム
やソフト、ノウハウを提供するテクノロジーカンパニーと
して躍進されています。

取締役 ソリューション営業グループ
グループマネージャー
津田 旭 様

ソリューション営業グループ IT営業担当
水口 菜々実 様

ソリューション営業グループ IT営業担当部長
山内 昌 様

これまで勤怠管理は紙による申請と表計算ソフトによる集計であった
手作業では国が求めている（管理データの）精度に至らないと感じていた
時間外勤務時間の集計は結構大変なため、人事部門の作業負担を軽減させたかった
グループ4社にとって最適なシステムを探していた

次の条件を満たしていたRocoTimeを導入
グループ会社に提供するシステムとして適確である
サポートの体制が確立されている
我々が再販出来る仕組みになっている

時間外勤務集計の作業負荷は大きく軽減された
システムの操作に慣れるまでには時間が必要だったが、今は問い合わせもほとんどなく使用できている
幅広い勤怠管理課題に対応できるシステムのため、機能を使い切らないともったいないと感じている
従業員が200人以上いれば、いい提案ができるシステムであると実感している
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ー まず、この度勤怠管理システムのご検討を始め
られた切っ掛けを伺えますでしょうか？

お客様：当社は、千葉興業銀行グループ4社のIT
ソリューションを担っています。
当社自らよりもグループ4社にとって最適なシステム
は何か？という視点に立ってシステムを扱っています。
今回の勤怠管理システムの導入検討でいいますと、
本部（千葉興業銀行）の人事部から「人事制度として
正しい対応を取るために、客観的かつ電子データに
よる記録管理に必要なシステム提案」の依頼を受け
ていました。

ー グループ4社の課題を取りまとめるだけでも、
大変な業務だったのではないでしょうか？

お客様：スタッフさんの勤務形態が各社で若干
異なるなど細かい点はありましたが、労務規程
の基本部分はグループ4社とも同じでしたので、
課題検討も4社同時に行えました。その点は幸い
でした。

ー では、4社共通した課題はございましたか？

お客様：システム導入前の勤怠管理は紙による申請
と表計算ソフトによる集計でした。紙があるという
ことはアナログな作業なので、手間が多い反面なんでも
できてしまうのですが、国が求めている（管理データの）
精度ということでは、システムが必要だったということに
なります。
それと、時間外勤務時間の集計は結構大変で、人事
部門の作業負担を軽減させるためには、大きな課題
でした。あとは、管理者にとっての画面でしょうか？
グループ各社の勤怠データが、本部に正確に報告
されることが重要です。

ー 最終的にRocoTimeに決められたポイントは
どの様なことだったでしょうか？

グループ4社に最適なシステムとは何か？本部
との連携をどの様に実現させるか？

ー ありがとうございました。では、導入前、導入直後
でお感じになった点はどの様なことでしょうか？

お客様：最初のころは、結構問い合わせがありましたね。
データを上げてもらって、初期設定を御社にお願いして、
設定内容が間違っていたためやり直し・・・とか、システム
に移行するには苦労があったように感じています。

ー 申し訳ございませんでした。

お客様：いえいえ、こちら側も移行するデータの作り
方に問題があって。
例えばグループ企業への出向者の勤怠情報とか、
年度締めの時期の有給休暇の繰り越しとか、各社
ごとにルールが出来てしまったことなどの要因が
あったとも思います。通常の勤怠であれば問題ない
のですが、特殊な対応があります。最初からなんでも
かんでもシステム対応とはいきませんので、仕方の
ないこともあると思います。

お客様：複数社に提案をお願いしましたが、費用は
それほど大差がなかったと思います。当社としては、
グループ会社に提供するシステムとして適確である
ことが前提であり、サポートの体制が確立されてい
ること、我々が再販出来る仕組みになっていること
が必須でしたので、これら条件に合致したのがロココ
さんでした。

システム担当企業としてグループ内の務めは、
導入先グループ企業とロココさんとのコミュニ
ケーションの円滑化

インタビュー



ー こういった導入前後のコミュニケーションロス
を減らすには、どういった対策を取ればよろしいで
しょうか？

お客様：本当は、グループ合同の導入作業手順に
関する説明会が出来ればよかったんだと思います
が、状況的に難しい時期でした。
結局、会社ごとに話を伺いながらの説明となり、
その後は各社にマニュアルを見ながらの作業を
依頼しました。結果として、これまでの経験則に
基づく各担当者の理解の下、システム利用を開始
したため、対応にバラつきが出てしまったのかもしれ
ません。（導入後も）問合せへの対応、実運用に合わ
せたシステム修正、あるいはシステムに合わせた運用
の検討を行ってきました。
結局は慣れて頂くまでに時間が必要なんですね。
「申請の手順や入力の仕方が解らない」、といった
問合せは、操作に慣れるまでの問題だと思います。

ー ご導入から大分時間もたちましたが現在はいか
がでしょうか？ まだお問い合わせは減りませんか？

お客様：問合せは、今は殆どないですね。
課題であった時間外勤務集計の作業負荷は大変軽減
されましたし、多少追加費用は掛かりますが、給与計算
システムとの連動も行っていきたいと考えています。

ー グループ内のご対応をされている御社のご意見は、
代理店販売でご協力いただいている企業の皆さん
にも参考となるご意見があると思うのですが、
導入前後で注意すべきことはどの様なことが
考えられますか？

お客様：勤怠システムの導入には、最初が一番肝心
なんだということです。
規程がないから「この機能は使わない」、と思って
初期設定で対応しなかったことで、（システムを）
走らせた後に問題が出てきてしまい、何度も修正
を繰り返すことになりました。グループのシステム
窓口企業として導入先企業へのヒアリングや説明会
をキチンとしておく必要があると思います。
導入支援があることはよいと思います。（導入）企業
にとっても助かるんじゃないかなぁ。
あとは、企業としては一人当たりのコストを気に
しますし、新規で導入する場合は初期導入費用も
掛かるため、小規模事業者の場合は、グループで検討
してもらえるといいのではないかと思います。
たぶん（従業員が）200人以上おられれば、いい提案
ができるシステムだと思います。

ー 勤怠管理システムとしての機能面はいかがで
しょうか？

従業員200人以上ならば、代理店販売にも
適した勤怠管理システムです



お客様：幅広い勤怠管理課題に対応できるシステム
だから、（その機能を）使い切らないともったいない
ですね。提案をする上でも、製品管理をしっかりして
いくべきかと思います。
アナログ（管理）だと特に意識せずにしていたことが、
システムにするとキチンとしてしまう分見えていな
かった課題が出てくるということです。
ロココさんのシステムは初期設定項目が沢山あるので、
よく事前検討・確認をした方がいいと思います。

ー 本日は、お忙しいところ貴重なご意見をいただき、
ありがとうございました。

勤怠管理システム「RocoTime（ロコタイム）」は、
業界・業種、社員数の規模を問わず、日本の商慣習
を網羅した高機能なパッケージ製品です。約500
のパラメータ設定により企業様ごとの特有の就業
規則にお応えします。

製品・サービスの詳細は下記URLよりご覧ください。

https://www.rococo.co.jp/solution/hr/rocotime/

ご導入いただいたサービス：
勤怠管理システム RocoTime


